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「サル ワル サ ン」ル 注 射 ニ ヨ リ テ血 壓 ノ下 降 ヲ來 タ ス ハGennerich1), Herings), Nikol-

ai6), Sieskind7), Luithlen5), Riehl5)諸 氏 ノ夙 ニ唱 ヘ タ ル所 ナ リ. Nikolai氏 ハ 注 射 後 直 チ

ニ血 壓 下 降 シ三 日以 上 モ持 續 ス ト云 ヒ,秦2)氏 ハ 血 壓 ハ初 メ上 昇 シ次 イ デ下 降 ス ト云

ヒ,片 岡4)氏 ル家 兎 ニ就 キ テ ノ實 驗 ニ依 レバ 「ネ オ サル ワル サ ン」ノ藥 用 量 ハ 血 壓 ヲ下

降 セ シ ムル 事 ナク,却 テ上 昇 セ シ ム ト云 ヘ リ.

余 ハ人 膿 ニ就 イ テ48囘 ノ實 驗 ヲ見 之 ヲ報 告 セ ン トス ル 者 ニ シ テ,其 實 驗 數 少 數 ニ テ

且 其 度 特 ニ顯 著 ナ リ ト云 フ能 ハ ザ ル モ幾 分 ヲ推 察 ス ル コ トヲ得 ル モ ノ ト信 ズ.

血屋測定ニ際 シテハ總 テ「サルフルサン」ヲ0.4%食 鹽 水20cc.ニ 溶 カシテ徐々ニ肘窩静脉ニ注射シ,患 者ハ背

臥位ヲ執 ヲシメRiva-Rocci氏 血壓測定器ヲ用ヒタリ.

純「ネオタンフルサン」ノ實驗結果ハ第 一表 及ビ第二表ニ見 ルレが如 クニシテ. 38例 中32例 即チ84%強 ノ割 合ニ

於 テ注射後2時 間以内ニ血壓ノ下降ヲ見,共 度ハ3-34平 均13mmナ ルモ10-20mmノ モノ割合ニ多シ.

今注射前ノ血壓 ト各時間後ノ血屋 トノ關係ヲ示 セバ第三表ヲ得.

即 チ純「ネオタンフルサン」注射後5時 間内ノ血壓變化ハ,多 クハ注射後直チニ下降 シ15分 後更ニ下降 シ約30

分 乃至1時 間後最モ著 シク2時 間後ニ於イテハ上昇 シテ注射前ノ血壓ニ近ヅグ.而 シテ一旦上昇セシ血壓ハ更ニ

多少上昇 ツ或ハ復タ下降スル等種 々ノ變化アルモ余ハ長時間観察セル例少 ク,且 余ノ目的ニ非ザルヲ以テ茲 ニハ

之 ヲ云々セザルべシ.唯 ダーニル例 ニデ曲線 ヲ描カバ第四表ノ如シ.

次 ニ「ネオエーラミゾール」及ピ「ネナサルフルサン」ニ於イテハ第五表 ヲ得タリ.

即 チ此兩劑注射後ニ於ケル血壓ノ變化 ハ大膿純「ネオタンフルサン」ニ於 ケルモノニ等 シト見テ可 ナリ.

以 上 ル實 驗 例48例 ヲ通 覧 スル ニ純 「ネ オ タ ン フル サ ン」 ニ於 ケル 血 壓 ノ變 化 ハ 注 射

後 ノ下 降 度 及 ビ其 持 續 時 間 「ネ オ エ ー ラ ミ ゾー ル 」及 ビ 「ネ オ サル ワル サ ン」 ヨ リモ長

シ.實 驗 例 甚 ダ 少 數 ナル モ其 砒 素 含 有 量 ノ多 寡 ニ由 ル モ ノ ナ ル ベ キ カ.又 數 囘 「サ ル

ワル サン」 ヲ注 射 セル者 ト初 メク注 射 スル 者 トニ於 イ テハ著 シキ差異 ヲ見 ズ.是 レハ

前 囘注 射 セ ラ レ シ「サル ワル サン」ル大部 分ガ次 囘(一 週 後)ニ ハ既 ニ排 泄 セ ラ レ シモ ノ

ト思 惟 スべ キカ.黴 毒 ノ各 期 ニ依 テハ差異 殆 ドナ シ.余 ノ使 用 セ シ「サル ワル サ ン」ノ

量 ハ藥 用 量 ル範 圍 以 内 ニ屬 スル ヲ以 テ云 々スル能 ハザ ル モ, 1瓩 ニ ッキ0,005-0.01瓦

ニ テハ血 壓 ル下 降度 ニ對 シテ特 ニ著 シキ差 異 ヲ認 メザ リキ.
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第 三 表(數 字ハ%ヲ示ス)

第 五 表

「ネオエーヲミゾール」注射(砒 素含有量20%)

「ネ ナサルワルサン」注射(砒 素含有量20%)
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次 ニ「サルワルサン」ノ軽度ノ副作用即チ頭痛,軽 熱,下 痢,惡 心,嘔 吐等ノ症状ハ純「ネナタンワルサ ン」ニ割

合 ニ多ク,其 際血壓ニ著シキ上昇或 ハ下降 ヲ見 ルコトアリ.

余 ノ實驗例ニ於 イテハ片岡氏ノ動物試驗ニ於ケルガ如 キ當初ヨリ血壓ノ上昇ノミスルモノヲ認メザリキ.尚 ホ

秦氏ノ云ヘル當初ニ血壓 上昇 ヲ來スモノ甚ダ少數ナリキ.

是 レNikolai氏 等 ノ説ヲ裏書キスルモノナルモ, Nikolai氏 ノ下降持續時間3日 以上ニ渉 ル説ニ首肯 スルヲ得

ズ,以 上ハ最大血壓 ニ關シテ述ベタリ.

次 ニ最小血壓ニ就 キテ見ルニ,純 「ネオタルワルサン」ニ於 イテ注射前ノ血壓ト注射後各時間 ニ於ケル血壓 トヲ

比較 スルニ

(1)最 大血壓上 リ,最 小血壓上ルモノ 16%(2)最 大血壓上 リ,最 小血壓下ルモノ 11%

(3)同 上 リ,同 變 ヲヌモノ 1%(4)同 下 リ,同 上 ルモノ 11%

(5)同 下 リ,同 下 ルモノ 46%(6)同 下 リ,同 變 ヲヌモノ 11%

(7)同 變 ヲズ,同 上ルモノ 1%(8)同 變 ヲズ,同 下 ルモノ 3%

(9)同 變 ヲメ,同 變 ヲヌモノ 0

ニ シ テ最 大竝 ニ最 小 血 壓 ノ下 降 ス ル モ ノ量 モ多 シ.「 ネ オ エ ー ヲ ミゾー ル」ニ於 イ テ ハ(5)ハ52%ヲ 占 ム.随 テ

脉 壓 モ小 トナ ル モ ル62%(全 體 ニ テ)ト ナ ル.

以 上「サ ル ワ ル サ ン」ニ テ述 ベ タ ルモ余 ♪對 照 トシ テ0.9%食 鹽 水400cc.ヲ 靜 脉 内 ニ注 射 セ ル者 ニ就 キ注 射 前後

ノ血 壓 チ檢 セ シガ大 ナ ル差 異 ヲ見 ザ リ キ.其 一ニ ヲ例 證 ス レバ第 六 表 ノ如 シ.

第 六 表
食鹽水(0.9%)注 射

結 論

「サル ワル サ ン」 ノ靜豚 内注 射 ニ テ注 射後 直 チニ血 壓 ハ下 降 シ其 後30分 乃 至1時 間

迄 ハ其 下降著 シク, 2時 間位 ニ シテ殆 ド正 常 ニ歸 ル.其 下降 度 ハ 「サル ワル サン」ル砒

素 含有 量 ニ比 例 シテ大 ナル モ ノ ル如 シ,(大 正143月20日 原稿受領)
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Kurze Inhaltsangabe.

Ueber die Veranderungen des Blutdrucks nach der 

intravenosen Salvarsanverabreichung.

Von Sigeru Wada.

Aus der dermatologischen Universitatshlinik zu Ohayama (Porstand: Prof. S. Minaim).

Bei 50 Kranken habe ich die Veranderungen des Blutdrucks in 2-5 Stunden nach 

der Injektion des Normalneotanvarsans, eines japanischen Neosalvarsans, u. a. beobach

tet. Der Blutdruck (maximal sowie minimal) fallt gleich nach der Injektion in 84% 
der Falle herunter, es dauert ungefahr 2 Stunden und meistens geht er danach wieder 

zuruck. Der Grad der Senkung scheint proportionell zur Arsenmenge der verschie

denen Salvarsanpraparate zu sein, uud er ist fast unabhangig vom Stadium der 

Syphilis, ebenfalls von der ersten oder der mehrmaligen Injektion.

(Eingegangen ant 20. Marz 1925.)
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